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令和元年度第３回生野区区政会議くらしの安全・安心部会 

 

１ 開催日時 

  令和２年１月27日（月） 19時00分～20時48分 

 

２ 開催場所 

  生野区役所６階604・605会議室 

 

３ 出席者 

（区政会議委員）９名 

 三木委員、倉本委員、小出委員、橋野委員、杉浦委員、古本委員、亀田委員、塚本

委員、川端委員 

 

（生野区役所）13名 

 山口生野区長、櫻井副区長、橋本企画総務課長、清水区政推進担当課長、中村地域

まちづくり課長、井平安心まちづくり担当課長、山﨑地域活性化担当課長兼教育委

員会事務局総務部生野区教育担当課長、杉本まちづくり推進担当課長、山本保険年

金担当課長、山口保健福祉課長、山戸地域福祉推進担当課長兼政策推進担当課長、

上浦生活支援担当課長、堀田市民局区政支援室地域安全担当課長兼住民運動支援・

調整担当課長 

 

４ 委員に意見を求めた事項 

（１）令和２年度生野区の取組み（素案）について 

資料１ 令和２年度の生野区の取組み（素案） 

   くらしの安全・安心部会用抜粋分 

参考資料１ 令和２年度生野区運営方針（素案） 

   くらしの安全・安心部会用抜粋分 

参考資料２ 事前にいただいたご意見と区の考え方 

（２）その他 

参考資料３ これまでに部会でいただいたご意見一覧 

 

５ 会議内容 

○橋本企画総務課長 

  皆様、本日はお忙しい時間帯にもかかわりませず、ご出席をいただきましてあり

がとうございます。定刻がまいりましたので、令和元年度第３回生野区区政会議く

らしの安全・安心部会を始めさせていただきます。本日はお忙しい中でのご出席あ

りがとうございます。私事務局の生野区役所企画総務課長をしております橋本と申

します。どうぞよろしくお願いいたします。以降着座にて進めさせていただきます。 

  まず、会議開催の前に、本日の出席状況等についてご報告をいたします。本日の

会議は、委員定数11名に対しまして、９名のご出席があり、定数の２分の１以上の
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出席にて有効に成立いたしております。 

  次に、区政会議に関します本市の規則によりまして、本日出席されました方のお

名前、発言内容等が公開をされます。事務局におきまして、会議録を作成いたしま

して、後日、区役所のホームページ等で公開をさせていただきますので、録音や撮

影について、ご了解のほど、よろしくお願いをいたします。 

  次に、本日の区政会議の趣旨と配付資料についてご説明をさせていただきます。 

  本日のくらしの安全・安心部会では主に生野区の来年度の防災、防犯、地域福祉

の取組みについて委員の皆様、関係者の皆様にご意見やご議論をいただきたいと考

えております。 

  本日の会議でいただきましたご意見は、後日資料に整理をいたしまして、全体会

議の場で部会からご報告をいただきまして、全ての委員の皆様と共有していただき

ます。 

  次に、本日の資料についてご説明を申し上げます。まず、資料１といたしまして、

令和２年度生野区の取組み(素案)くらしの安全・安心部会用抜粋分というＡ４横の

パワーポイント資料がございます。こちらは皆様に事前に送付をさせていただいて

いる資料となっております。本日お持ちになっていない場合は、お知らせください。 

  次に、資料１の参考資料１としましてＡ４縦の資料で11月５日から公表されてお

ります。令和２年度生野区運営方針(素案)のうち、くらしの安全・安心部会の抜粋

部分を本日配付させていただいております。 

  次に、参考資料２といたしまして、本日の部会にて事前にいただいたご意見と区

の考え方を配付いたしております。今回は、塚本委員から防災マップの全戸配布に

ついての経費と活用実績などについて、また貧困の連鎖を断ち切るための支援とし

て、実施をいたしております「みらい塾」や「いくの塾」に関する予算などについ

てご意見をいただいております。 

  次に、参考資料３といたしまして、これまでの区政会議のくらしの安全・安心部

会でいただいたご意見の一覧をつけさせていただいております。 

  次に、資料番号はございませんが、災害時にご協力いただける事業所、店舗等の

募集のチラシ、また３月14日に開催をいたします認知症在宅医療シンポジウムのチ

ラシ、２月14日に開催をいたします地域公共交通検討会のチラシ、広報いくの２月

号で掲載を予定しておりますやさしい日本語の普及促進に向けた特集記事、最後に、

生野中学校区義務教育学校開校に向けた説明会、田島中学校区小中一貫校開校に向

けた説明会の両面刷りのチラシを配付させていただいております。 

  資料は以上となります。資料がおそろいでない場合は、お手を上げてお知らせい

ただければ、事務局からお持ちいたします。よろしいでしょうか。 

  なお山口区長は、前公務が少し押しております関係上、遅れて出席させていただ

きます。 

  事務局からの報告は以上でございます。それでは、これからの議事進行について

は、三木部会長にお願いいたします。 

○三木部会長 

  皆さん、こんばんは。お足元の悪い中、ご出席いただきましてありがとうござい
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ます。 

  ただいまから令和元年度第３回くらしの安全・安心部会を開催いたします。着座

ですみません、やらせていただきます。 

  区政会議は、地域でまちづくり活動を実際に進めている私たちが区役所と一緒に

なって意見を述べる場となっています。部会で出された意見は全体会議において報

告し、共有することとなります。その中でこの部会は生野区の防災、防犯や地域福

祉等について有効で活発な議論が行えるように意見交換を進めてまいりますので、

皆様方、よろしくお願いいたします。 

  それでは、議事に入りたいと思いますが、会議の円滑な運営に資するために、こ

こからは学識の委員であります神戸女子大学の川端委員に会議の進行等をお願いし

たいと思います。川端委員、よろしくお願いいたします。 

○川端委員 

  部会長からご指名いただきました川端です。これから会議の進行をさせていただ

きますので、皆様、よろしくお願いいたします。 

  それでは、お手元の会議次第に沿いまして議事１令和２年度生野区の取組みにつ

いて、区役所のから説明をお願いいたします。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  皆さん、こんばんは。安心まちづくり担当課長の井平でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。それでは、令和２年度の生野区の取組みにつきまして、お

手元の資料１に沿いまして各担当からそれぞれ説明させていただきます。まず、私

からは資料の６ページから13ページまでを説明させていただきます。座らせていた

だきます。 

  ではまず、資料の６ページをご覧ください。地域自主防災力の強化についてでご

ざいます。大きな災害が起こったときには、まず自助・共助の力が重要となります。

そのために区民の防災意識の向上と地域自主防災体制の強化に努める必要がござい

ます。具体的には、これまで同様に、地域での防災訓練の支援や地域防災リーダー

研修の開催などに取組みます。また、来年度は区の防災マップを更新しまして、広

報紙に折り込む方法で区内全戸に配付を行いたいと考えております。区民の防災意

識の向上に向けて取組んでまいります。 

  次に、７ページ、災害発生時の的確な対応についてでございます。区職員が災害

発生時に自身の役割をしっかりと認識して情報収集や情報発信など、迅速に行動で

きるよう職員の災害時想定訓練を実施するとともに関係機関等との通信網の整備、

医師会等との救護体制の整備を行ってまいります。また、今年の１月から新たに始

めました災害時協力事業所等の登録制度につきまして、お手元のほうに資料、チラ

シ１枚ご用意しておりますけれども、災害時に協力いただけます人材、物資、場所、

機材などについて事前に登録いただくことで、災害時の被災者への支援や復興活動

が円滑に行えると考えています。区のホームページやツイッターで発信するととも

に、さまざまな場で周知に努めてまいりたいと考えております。 

  次に、８ページから10ページです。空き家等や老朽住宅への対応についてでござ

います。資料８ページに記載しておりますように、生野区は空家率が平成30年度の
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住宅土地統計調査によりますと19.8％でございまして、長屋の比率や木造比率にお

きましても、非常に高い状況となっております。空家となる理由としましては、古

くからの建物が多く、土地建物の権利関係が複雑であったり、高齢化や経済的な問

題などさまざまで、所有者による建て替えが進まない場合も増えていますが、空家

を長く放置することで老朽化が進み、危険な状況になり防災、防犯の観点からも課

題が多く、安全で安心なまちづくりに向けてしっかりと対策を行ってまいりたいと

考えております。 

  具体的には、資料９ページに記載のように、大阪市空家等対策計画に基づきまし

て、区民からの相談に対応するとともに、通報のあった特定空家につきましては、

所有者の特定に重点的に取組みまして、情報提供、助言、指導と段階的に指導しま

して、自主的な改善を促してまいります。また、空家を生まないようにするととも

に、空家の利活用が進むようにセミナーの開催や相談窓口や補助制度の周知に加え

まして、ホームページに定期的に特定空家処理件数を公表し、空家等の対策が進ん

でいる実績を見える化することで区民の不安を軽減できるよう取組んでまいりたい

と考えております。 

  資料10ページに目標を示しておりますが、大阪市全体の目標に準じまして、生野

区の目標としまして、周辺の特定空家等に不安を感じている区民の割合を８％以下、

特定空家等の解体や補修等による是正件数20件以上としております。 

  次に、資料11ページ、12ページの犯罪の防止についてでございます。街頭犯罪の

件数は、これまでの取組みの成果もあり、年々減少傾向にございますが、引き続き

街頭犯罪の起こりにくいまちづくりに向けまして、警察、地域住民との協働による

防犯活動、特殊詐欺抑止対策に取組むとともに、警察と連携しまして、設置場所を

選定し、防犯カメラを設置することで街頭犯罪の抑止効果を高めてまいります。令

和２年度につきましては、防犯カメラ30カ所の設置を今のところ予定しております。 

  次に、資料12ページ、その他の取組みとしまして、区全域の一斉パトロールや出

前講座などの実施を行うことで区民の防犯意識が向上するよう取組んでまいります。 

  次に、13ページ、事故の防止についてでございます。生野区では、交通事故のう

ち、自転車の事故が約５割を占めています。引き続き、警察、地域関係団体と協働

した自転車交通マナー向上のための啓発活動や学校と連携した交通安全教室などに

取組むとともに、新たな取組みとしまして、歩道での自転車の乗り方、歩き方のル

ールを推奨し、チラシを作成しました上で区内の小学校、中学校、高校を初め幼稚

園、保育園での啓発や各種イベントや地域団体、ＰＴＡなどの活動の場面を活用し

まして、啓発を行ってまいります。今後区民の皆様の意見を伺いながら、より効果

的な取組みを行うことで区民の自転車交通マナーが向上し、事故がなくなるように

取組みを進めてまいりたいと考えております。 

  私からの説明は以上です。それでは、説明者をかわります。 

○山口保健福祉課長 

  保健福祉課長の山口です。私のほうからは、３－１すべての世代の健康づくりか

ら３－４持続可能な地域公共交通の検討についてご説明いたします。着座にて失礼

します。 
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  まず14ページ、３－１すべての世代の健康づくりですが、下段の表にありますと

おり、生野区は健康寿命については、大阪市平均より長くなっていますが、がん検

診や特定健診の受診率は、大阪市平均より低く、健康に対する意識がまだまだ低い

と言えます。さらなる区民の健康寿命の延伸を図るためには、区民１人１人が健康

意識を高め、食生活の改善や適度な運動など健康的な生活習慣を身につけることが

必要になります。また、特定健診やがん検診を受診することにより、自身の健康状

態を把握し、健康づくりの必要性を理解していただくために徹底した啓発広報等に

より受診勧奨を行い、受診しやすい環境づくりに取組む必要があります。 

  次ページにまいります。令和２年度の具体的取組みとしましては、現在住民主体

で行っていただいています、いきいき百歳体操を積極的に推進していきたいと思い

ます。またサポーター養成講座を開催するなど、自主的に活動していく担い手の育

成に努めていきます。さらに健康に対する意識を高めてもらうために、区民や関係

機関と協働で体力測定や健康体操、血管年齢測定、成人病予防講座など、健康に関

する啓発事業も推進していきます。 

  次ページにまいりまして、各種検診の受診勧奨です。がん検診につきましては、

前年度受診者に対して年２回郵送による個別受診勧奨を実施するとともに、検診に

関心の薄い子育て世代に向けて、少しでも検診の重要性を知ってもらい受診しても

らうように就学関係書類に勧奨ビラを同封し、啓発を行ってまいります。また10月

24日土曜日に、一度に胃、大腸、肺、乳がんを受診できる総合がん検診デーとして、

少しでも検診を受けやすい機会を設けました。そのほかがん撲滅戦隊いくみんレン

ジャーを活用した受診啓発や多くの人に目に触れてもらえる場所やイベントで受診

勧奨ポスターの掲示やチラシの配付を行っていきます。 

  業績目標につきましては、生野区保健福祉センターで実施するがん検診の定員充

足率を65％以上としています。 

  続きまして、３－２身近な見守り・支えあいについて説明いたします。17ページ

をご覧ください。一昨年の地震や台風の際には、町会や民生委員、福祉コーディネ

ーターの方々が互いに連絡を取り合っていただき、要援護者等の安否確認など迅速

にご対応いただき、地域コミュニティの重要性を再認識したところでございます。

今後も誰もが安全・安心に暮らせる地域社会の実現に向けて、日ごろの見守り及び

災害時の避難支援が確実に行えるよう、地域におけるきめ細やかな見守りを強化し

ていく必要があり、要援護者名簿を活用した日ごろの見守り活動や福祉コーディネ

ーターによる地域ニーズに応じた福祉活動を広げてまいります。 

  次ページにまいりまして、具体的な取組みです。１つ目の地域における要援護者

見守りネットワーク強化事業ですが、地域において支援が必要な要援護者に対して、

個人情報の地域への提供にかかる同意確認を実施し、区内全地域へ要援護者名簿を

提供いたしました。今後はコミュニティソーシャルワーカーによる訪問相談を強化

し、支援を必要とする独居高齢者等の孤立世帯をワーカーが直接訪問することによ

り、必要な福祉サービスや地域の見守り活動などの支援につなぐ取組みを進めてま

いります。 

  ２つ目のご近“助”パワフルサポート事業では、地域の実情に詳しく福祉相談を
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受けて適切に対応できる福祉コーディネーターを全地域に配置し、地域のボランテ

ィアのマッチングを支援するとともに、地域住民同士が助け合う福祉のまちづくり

が自発的に推進される仕組みをコーディネートしてまいります。ご近所だからこそ、

他人事ではなく、我が事としてかかわることで失われつつあるご近所づき合いを再

構築し、安心して暮らせるまちづくりを進めてまいります。 

  業績目標としましては、ボランティアのマッチングを受けた区民のうち、十分な

支援を受けたと感じる割合を60％以上としています。 

  次に、３－３地域包括ケアシステムの構築に向けた体制整備についてです。生野

区の現状としましては、高齢化率、一人暮らし高齢者世帯の割合は、全国や大阪市

平均より高くなっており、24区中２番目となっていることから、地域全体での見守

りや支援が必要となる人の割合が高くなっていることが伺えます。また実際にサー

ビスが必要となる要介護認定者の割合も大阪市平均より高く、各種サービスの充実

が必要であります。現在、高齢者が住みなれた地域で能力に応じて自立した生活を

安心して営むことができるよう医療、介護、予防、住まい、生活支援が一体的に提

供される地域包括ケアシステムの構築が必須となっており、生野区においても区の

高齢者の現状等に即した取組みを進めていくことが必要となっています。 

  次ページにまいりまして、具体的な取組みといたしましては、今年度から引き続

き医療・介護等の専門職が管轄する在宅支援ネットワーク会議を通じて、在宅医

療・介護連携の強化に努めるとともに、高齢化の進展により今後も増加が見込まれ

る認知症について、認知症高齢者支援ネットワーク会議を通じて区民への普及啓発

としてシンポジウムの開催や支援機関の対応力向上としての事例検証等の取組みを

進めます。平成29年度に新たに創設された介護予防生活支援サービス事業を生野区

内で円滑に運用していくために、生活援助サービス従事者の増員を図るため、２日

間の従事者研修を引き続き区内で実施してまいります。令和元年度は１月23日、24

日の２日間生野区役所内で開催としています。また30年度12月から実施している自

立支援型ケアマネジメント会議においては、高齢者の自立支援や重度化防止に向け

た取組みを引き続き進めていきます。 

  業績目標としましては、認知症・在宅医療シンポジウムにおいてのアンケート結

果から肯定的な意見の割合が80％以上となるよう目指します。 

  次ページにまいりまして、地域包括ケアシステムにおける中核的な役割を担うの

が地域包括支援センターとなります。生野区内では、下段にあります４カ所の地域

包括支援センターがそれぞれの圏域においてブランチと連携し、介護・福祉に関す

る相談を総合的に受け、必要に応じて訪問し、実態を把握した上で必要なサービス

へつないでいます。また高齢者虐待の早期発見、防止、成年後見人制度の利用促進、

地域での専門職のネットワーク構築支援、介護予防ケアマネジメントにも取組んで

います。 

  続きまして、３－４持続可能な地域公共交通の検討についてご説明します。生野

区内では鉄道・バス・ＢＲＴなど交通手段はあるものの、鉄道は区の周辺部、バス

は１時間に１本のルートもあり、南西部・南東部には交通空白地域という交通に不

便な地域があり、高い高齢化率や高齢者の免許返納の動きなど、高齢者を始めとす
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る地域の皆さんの移動手段の確保が大きな課題となり、公共交通の重要性が一層増

しています。これまでも府では福祉有償運送への支援などの交通施策を行ってきま

したが、より効果を上げるとともに、持続可能な交通手段を実現するため、福祉的

な観点からの取組みを進めると同時に、専門家、地域住民、事業者を交えた生野区

公共交通検討会を設置し、地域交通の導入に向けた具体的取組みを進めることとし

ております。 

  次ページにまいりまして、今年度につきましては、まず地域交通の現状等につい

て勉強するとともに、区内交通の現状や課題についての意見交換を行う勉強会を開

催し、次いで運行費用の積算や全国的な広がりを見せているタクシーやワンボック

スカーなどを使ったデマンド交通について検討する検討会を開催いたしました。今

後も定期的に検討会を開催し、施行運転の実施など、地域交通の導入に向けた議

論・検討を行ってまいります。 

  私のほうからは、以上です。 

○山戸地域福祉推進担当課長兼政策推進担当課長 

  皆さん、こんばんは。地域福祉推進担当課長兼政策推進担当課長の山戸でござい

ます。私からは資料４－１から４－２につきましてご説明させていただきます。着

座にて失礼いたします。 

  それでは24ページ、４－１真に支援が必要な方への確実な対応をご覧ください。

少子高齢化、核家族化が急速に進行し、住民同士のつながりなど、人間関係の希薄

化により、地域コミュニティの機能が弱まっている現状において、支援が必要な方

への取りこぼしのない確実な対応が求められています。 

  具体的な取組みとしては、虐待に関する啓発活動を行うとともに、生活のさまざ

まな困りごとを抱えた方に対しては、くらしの相談窓口いくのによる相談・就労支

援を行います。また生活困窮者の早期発見と今後生活困窮に陥るおそれのある方の

支援体制を検討する場として支援会議を開催するとともに、複合的な課題を持つ要

援護者に対応するため、つながる場を開催し、関係する専門分野が一堂に集まり支

援方法を検討し、解決策を導いてまいります。 

  25ページをご覧ください。大阪市では、重大児童虐待ゼロを目指した取組みを推

進しています。生野区では全てのこどもが笑顔で暮らせるように、みんなで子育て

するまちを目指し、生野区まちぐるみ子育て宣言を発表いたします。区内の企業、

団体、地域の皆さんにご賛同いただき、それぞれが少しずつできることを広げてい

ただくことで、生野区のこどもたちの未来が広がります。３月３日には生野区まち

ぐるみ子育て宣言シンポジウムを開催し、子育て宣言発表のセレモニーとシンポジ

ウムを開催いたしますので、ご参加、ご賛同をよろしくお願いいたします。また区

内の子育て支援機関と連携し、こども地域包括ケアシステムを構築し、気になるこ

どもの早期発見や支援に取組みます。またモデル区として実施していますこどもサ

ポートネット事業を引き続き実施し、総合的支援を効果的に行います。里親制度の

普及啓発については、社会的養護を必要とするこどもが１人でも多く家庭と同様の

養育がなされるよう、各種イベントや研修会において普及啓発に取組みます。 

  業績目標は、虐待の専門家、支援機関、学校や保育園が参加したワークショップ
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のアンケート結果で肯定的な意見75％以上を目指します。 

  26ページをご覧ください。先ほどご説明いたしました生野区こども地域包括ケア

システムについてでございますが、社会福祉協議会見守り相談室に新たに子育て支

援ＣＳＷ等を配置し、子育て支援機関や地域、団体等と連携し、生野区こども地域

包括ケアシステムを構築いたします。地域に埋もれている虐待リスクの高いこども

や妊婦を発見し、区の子育て支援室や地域等の見守り支援につなげる役割を担い、

生野区の児童虐待防止、子育て支援の強化に努めます。 

  続きまして、資料の27ページをご覧ください。４－２貧困の連鎖を断ち切るため

の支援についてご説明いたします。大阪市ではこどもたちの未来が生まれ育った環

境によって左右されることなく、自分の可能性を追求できる社会の実現を目指し、

必要な施策を的確に行っていくために、まず正確に現状を把握する必要から、平成

28年に子どもの生活に関する実態調査を実施しております。その中で見えてきた課

題を踏まえ、生野区において、これからの町を担うこどもたちが未来を生き抜く力

を身につけ、将来の夢を実現できるように取組みを行っているところです。 

  28ページをご覧ください。まず「生きるチカラを育む課外授業」についてご説明

いたします。子どもの生活に関する実態調査では、家庭の困窮度によってこどもの

学習理解度や勉強時間に差が出ていることが示されております。この事業は、貧困

の連鎖が繰り返されないよう、家庭の経済的な状況にかかわらず、こども自身が将

来の夢や進路を自ら描き、それを実現するために必要な自ら学ぶ力を定着させるこ

とを目指して実施しております。この事業の特徴としては、大阪市が実施している

塾代助成事業を活用することで、保護者の所得によっては、実質無料で受講できる

という点です。また課外授業と合わせて悩み、進路相談を行う点も特徴となってお

りまして、単に課外授業を行うだけでなく、年齢の近い大学生等による悩み、進路

相談を実施することでこどもたちがこんな大人になりたいというあこがれを抱き、

自分も頑張ればできるんだ、自分の目標実現のために勉強しようという意欲を高め

ることによって自らの未来に可能性を求め、夢や進路を描いていけるようにするこ

とを目指しています。令和２年度につきましても、今年度実施している大池中学校、

東生野中学校、田島中学校、新生野中学校の４校で引き続き実施してまいります。 

  続きまして、29ページの「生きるチカラまなびサポート事業」についてご説明い

たします。こちらもこどもたちが自らの力で未来を切り開く力を身につけることが

できるように支援するために実施しているもので、学校で実施するキャリア教育や

性・生教育を外部講師として支援できる人材をサポーターとして登録し派遣する事

業で、今年度に引き続き、来年度も実施してまいります。学校でより活用していた

だけるよう引き続き講座数を増やすなど、より使いやすいカリキュラムづくりに取

組んでいきます。以上です。 

○清水区政推進担当課長 

  区政推進担当課長の清水です。私からは５－１と５－２についてご説明いたしま

す。着座にて失礼いたします。 

  まず資料の30ページをご覧ください。人々の多様性を尊重し、認め合える環境づ

くりについてです。全ての人々の人権を互いに尊重し、認め合える環境づくりに向
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けて人権啓発推進員と連携し、12月の人権週間に合わせた人権啓発事業や区内を４

つのブロックに分けて開催する地域人権講座などを通じて従来の人権尊重、人権擁

護への取組みに加え、近年の課題と認識されていますＬＧＢＴやヘイトスピーチな

ど、多様な人権課題への理解を深め、偏見や差別の意識をなくすように取組んでま

いります。 

  続きまして、31ページ外国籍住民とのコミュニケーション媒体の活用・地域住民

との交流促進についてです。生野区では、これまでも在日韓国・朝鮮籍の方々を初

めとしました多国籍住民の人権、多文化共生への理解、啓発促進に取組んでまいり

ました。近年は、ベトナムを初めとした多様な国籍のニューカマーの方々の増加が

顕著となっております。平成24年からこれまでの区内の外国籍住民の推移を見てみ

ますと、ベトナムが約10倍に増えております。逆に韓国・朝鮮籍住民の方々は、高

齢化などにより減少傾向にあります。現在では60カ国以上の国から来た方が生野区

で暮らしておられます。 

  このような多国籍の外国籍住民の方々へ防災情報や生活情報が必ずしも十分に伝

達できておらず、また外国籍住民が地域住民の方の一員として地域コミュニティに

参加できる機会が少ないこともあることから、全ての外国籍住民を対象にした取組

みが必要であると考えております。 

  続きまして32ページです。そこで具体的な取組みといたしまして、生活情報や防

災情報を多言語化して情報発信するとともに、60カ国もの国籍の方々が暮らしてお

られることから、多言語化の限界をカバーするためにも、やさしい日本語での情報

発信に積極的に努めております。やさしい日本語は、普通の日本語よりも簡単で外

国籍住民の方々にもわかりやすい日本語です。このように多くの方々に必要な情報

をお届けするため、工夫しながら情報発信を行っております。またやさしい日本語

をまちの中のコミュニケーションのツールの１つとして災害時だけではなく、日常

の生活の中でやさしい日本語から始まる新しいコミュニティづくり、やさしい日本

語からつながろうという取組みを進めています。まちの中でやさしい日本語を通じ

て人と人とのつながりが広がっていくことを目指しています。本日の資料の中に、

２月１日に発行を予定しております広報いくの２月号の特集面、「やさしい日本語

の取組みについて」を入れさせていただいております。ぜひご覧いただければと思

います。 

  私からのご説明は以上でございます。 

○橋本企画総務課長 

  ご説明は以上でございますが、ご議論に入っていただきます前に、山口区長から

一言ご挨拶をさせていただきます。 

○山口区長 

  皆様、改めましてこんばんは。すみません、遅れました。生野区長の山口です。

本日は、風も強い中、とても寒い中、お集まりいただいてありがとうございます。

そして安全・安心ということ、今説明いろいろさせていただきましたが、生野区は、

私はよく課題最先端エリアという話をさせていただいています。とにかく日本が今

後迎える超高齢化社会、そして人生100年時代、そういった中で高齢化の問題を前
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向きに解決していくまちでありたいと思っています。そのためには、健康寿命が長

くなくてはいけないですし、コミュニティのつながりの中で生きていってほしいと

いうふうに願っています。同時に少なくなったこどもの問題、１人も取りこぼすこ

となく大人につなげたい、そういった課題もあります。 

  また、多国籍の人が暮らすまちということで、これはもう全国的にもやはり最先

端エリアとして注目も集めているところです。私たちどうしても行政、この区役所

からいろんな形で事業を発信し、福祉のネットワークをつくる努力はしているんで

すけれども、各地域でこんな課題が新しく出ているよとか、こんな声聞くよみたい

なことをぜひ共有していただいて、教えていただいて、またよりよくしていくため

に議論をしていただければと思っておりますので、今日はぜひ皆様１人ずつ必ず発

言をしていただけると助かるなというふうに思っております。今日はどうぞよろし

くお願いいたします。 

○橋本企画総務課長 

  それでは、川端委員、お願いします。 

○川端委員 

  ありがとうございました。それでは、区役所からの説明について、委員の皆様と

意見交換を進めてまいりたいと思います。時間が１時間ぐらいの間で、先ほど説明

がありました資料に沿っての議論ということになります。非常に盛りだくさんです

ので、先ほど区長さんからもありましたように１人の方がたくさん話されるという

形ではなく、委員のお一人お一人の方にご発言いただけたらと思います。 

  説明いただいた順番で進めさせていただこうかなと思っているんですけれども、

この部会の柱には、１から５がありまして、私以前、各部会の所管テーマという資

料をいただいているんですけれども、それはほかの委員の皆様も持っておられるほ

うがいいかなと思っているんですけれども、(１)が災害に備えてということで防災

なんですが、これは今日の資料でももちろんわかるようになっているんですけれど

も、２が防犯ですね。３がずっと安心して暮らせる環境づくり、私も素案の１ペー

ジの目次のところを見ながら話をしています。４がひとりもとりこぼさない支援で、

５がすべての人々の人権を互いに尊重し認め合える環境づくりということになりま

す。 

  この１点目の防災から意見交換をしてまいりたいと思います。どなたか質問でも

地域の生活の中での感じられていることでも構わないんですけれども、ご発言お願

いします。亀田委員、お願いします。 

○亀田副部会長 

  11ページに防犯カメラ設置を進めていくという形で、今、中川の校下のほうにも

防犯カメラ、設置していってはいるんですけれども、管理が設置している町会の町

会長さんのほうに鍵とか、鍵というか特殊ねじを開けるとか、管理が委任されてい

るんですけど、警官が何か犯罪が起きたとき、ひったくりや事故等があったときに、

カメラの確認に来られるんですけれども、その鍵というか、あけ方がわからないと

か、どういうふうに対処していいかがわからないということで、その対応でまた立

ち会い等が必要になってくるということで、対応等で警察とその町会長さんの都合
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によっては、ちょっと日延べしてしまって、カメラのデータが消えそうな時期にや

っとＳＤカードを抜けにいけるみたいなことになるんです。 

  区役所と生野警察ないし大阪府警か何かの提携か何かしていただいて、例えば何

かあったらその防犯カメラのデータを抜きにいくのは、区役所のほうの方が立ち会

っていただいて、警察がデータを抜き取るというふうなのをサポートしていただけ

たら、大分このカメラの扱い方わかっていない町会長さんよりはわかっているいく

パトのメンバーとかのほうがいいのかなというのが１つあります。 

○川端委員 

  ありがとうございます。今のご意見ということで、担当課の課長さんから何か、

よろしくお願いします。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  安心まちづくり担当課長井平です。いつもありございます。防犯カメラにつきま

しては、昨年度まで補助事業ということで、地域のほうで必要だということでつけ

るときに４分の３補助させていただいて、地域でつけていただいているという形に

なっておりますので、もちろん地域の持ち物ということで管理もしていただいてい

たところでございます。 

  今年度からにつきましては、補助の申請も減ってきているということもあって、

区役所のほうでつけさせていただいて管理もしていこうということで、今かえてお

ります。今年度は22台設置に向けて今最終動いているんですけれども、それについ

ては、今後区役所のほうで管理していく形になりますので、次年度以降もそういっ

た形で設置して管理していきたいと思います。 

  今既についているところにつきましては、なかなかその所有のところもあります

し、一概にすぐにどういう対応ができるかというところありますけれども、それは

また生野署のほうと話なりして、うまいやり方があるのかとか、そういうところは

研究していきたいと思いますので、またいろいろご意見いただけたらと思います。 

○亀田副部会長 

  よろしくお願いいたします。 

○川端委員 

  ありがとうございます。それでは今の件に関することでも構いませんし、ほかの

防災に関することからということになるとそうなるんですけれども。塚本委員、お

願いします。 

○塚本委員 

  塚本です。防災といいますか、災害時の避難場所とか、いろいろと生野区でもお

つくりいただいているということで、今度ネット上でまたマップをＷｅｂの防災で

すね、これもＷｅｂでつくっていただいていると。水害ハザードマップもつくって

いただいているということなんですが、これを６ページになりますが、そのマップ

の更新したやつを全戸へ配付されるということですけれども、以前、昔、私生野区

に戻ってきてからまだ一、二年なんですが、離れて30年経ちますが、その30年前ぐ

らいだと各家庭にその地域の住宅マップみたいなでかい新聞社さんがつくってくれ

たようなものがあったので、久ぶりに生野区に戻ってきたときに、そのマップがな
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いかというのをあちこち探したんですけど、生野区役所さんがつくっていなくて、

新聞屋さんもつくっていなくて、それがないということで。 

  そうすると、生野区のいろんな事情が、名前とかいろいろ思い出せなかったりす

るんですけれども、引っ越してきた人もみんなそうだと思うんですけれども、その

マップがあれば、家にパッと張ってあれば、昔大体の家庭には張ってあったんです

が、そのマップにこの防災の情報をどこへ、この地区のこの家はどこへ逃げればい

いのかとかというのと、防災の水害のハザードマップとかも合わせて１枚になって

張っておけば、いろんなこどもたちとかご高齢の方とかもいつもそれが目に入って

いるので、この辺だったらここか、これはここかというのがわかりやすくて普及す

るのかなと思って、その辺全戸へ配付されるのであれば、そういうものがあったら

いいなというふうに思いました。 

○川端委員 

  ありがとうございます。今のご意見というのは、参考資料２にあります塚本委員

が事前におっしゃってくださっているご質問の内容とも重なるところになるかと思

うんですけれども、30年前にはそういったマップがあって、そのわかりやすいマッ

プというものが大体いつぐらいまであって、どういったものかというようなところ、

ほかの委員の方でご存じの方いらっしゃったら、それも教えていただきたいなと思

うんですけれども、またまちづくり担当課長さんから、このマップ、これからどう

いうふうに作成し、周知し、これだけ災害大国ですので、非常に区民の皆様関心も

高いところだと思うんですけれども、その辺はどのような形に進めていただきます

でしょうか。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  生野区でつくっています防災マップ、前回つくったものがこういう形のものなん

ですけど、見開きで、これを全戸に配付させていただいて、もう５年ぐらいたって

いまして、更新していかないかん、情報も新しくなっているので、今回更新したい

と思っています。 

  今回想定していますのは、同じようなこの形で、片方の面には全体の地域の避難

所ですとか、そういったことを全て載せさせていただいていまして、裏面にいろん

な情報ですね。地区の話とか、地震のときどうするのかというような情報を載せさ

せていただいたものを広報紙の中に、広報紙と同じサイズになりますので、一番内

側に差し込ませていただいて、今全戸に配らせていただいていますので、そういう

方法で配らせていただいて、これについては各家庭で活用していただくものになり

ますので、いろんな活用の仕方はあると思うんですけれども、ご自宅のほうに張っ

ていただいたりとか、何か冊子に入れていただいたりとか、そういう形で活用して

いただきたいと考えております。 

  先ほどの地図の話につきましては、各まち協さんのほうで町会に入っている方に

ついては、毎年地図を配っておられると思います。その連合ごとのものは多分ある

と思うんですけれども、区全体とかいうのは、ちょっと私も存じないので、多分そ

ういうものはなかったと思うんですけど、多分連合ごとのものかなと思いますので、

はい。 
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○山口区長 

  ちょっとフォローしますと、多分１軒１軒の家のあれが書いてあるものは連合ご

とに、多分町会長、町会にまずはお入りいただいて。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  連合町会だけ。 

○山口区長 

  そうですね、それを全部つないだようなやつというのは、実は私も自腹で買って

いるぐらいなので、ないんです。ぜひ町会に入っていただいて、町会長さんにちょ

っと聞いていただいたり、連合に聞いていただくのがいいのかなというふうに思い

ます、合っていますよね。 

○亀田副部会長 

  連合で毎年町籍簿調査、地図屋さんのほうの確認が来て、毎年つくって町会の連

合ごとに配付方法がかわると思いますので、回覧板と、班長さんの更新のときに班

長さんに渡って、各町会の町会員さんのほうに班長さんから配る場合もありますし、

ポスティングで入れられる町会もあります。ちょっと町会、また連合でつくってあ

るけれども、町会ごとに配付方法もかわる感じですので、もし来ていないというこ

とであれば、町会長さんに確認していただいて、そこからもし町会長のほうにも来

ていないという話でしたら、連長さんのほうに確認していただくという形でいいと

思いますので、確認のほうをお願いいたします。 

○川端委員 

  連合町会ごとにどれだけ更新がされていっているかというようなところも気にな

るところです。この塚本委員からの質問に対する回答の中で、区で公開されている

防災マップのアクセス数が書かれているんですけれども、やはり区民の人口に比し

ては、かなり少ないアクセスになってくるのかなというようなところと、やはり何

らかの形での周知を加速させていくような方法というのは必要かなと思います。 

  学校再編もこれから進んでいきますので、そういった意味でもその避難所のあり

方であったりとか、そういったところも非常に関心が、区民の皆様方の関心が高い

ところのなのかなと思います。 

  では、引き続いてこの防災に関することで、私冒頭申し上げましたように５本の

柱がありますので、防災以外の防犯であったりとか、それ以降のことでも、ちょっ

と順番を意識すると、１、２、３ぐらいのところからご発言いただけたらいいかな

と思うんですが、いかがでしょうか。では、橋野委員、お願いします。 

○橋野委員 

  橋野です。空き家問題なんですけども、私の近所も今一列全部空き家、所有者が

一緒の方なんですね。今私がちょっとその人とは連絡つくんですけれども、家主さ

んのほうに現況調査みたいなものは役所からされているんでしょうか。 

○川端委員 

  現況調査をされているかというご質問なんですが、いかがでしょうか。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  ありがとうございます。空家に関しましては、空家という情報が入った段階で危
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険度なんかも見させていただくんですけれども、それに加えて所有者のほうですね、

区役所のほうで調査をした上で、空き家の危険な状況になっているとかそういうこ

とであれば、改善していただくような形の助言とか指導を計画に基づきまして進め

ております。 

  地域の方にも情報を聞きながらなんですけれども、そこの場所が今うちが聞いて

いて登録して動いているかどうかというのは、今ちょっと個別にはわからないです

けれども、一般的にはそういう。 

○橋野委員 

  私が管理しているところは、木も切りにきてくださったりね、台風のときに屋根

も直しにきてくださっているんですけれども、空き家になったままで、家主がわか

らないというケースが多いですよね、そのときに、私がいなくなったらそこの連絡

先がわからないというのがありますのでね、そこら辺が役所へ聞けばわかるのかど

うかというのがね、気になるんですけれども。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  なかなかその個人情報のこともございまして、調べられる方法は限られるんです

けども。 

○倉本委員 

  難しいわ、家の前３軒ほど空き家になったんですけどね、家主がどの人か、おっ

てもわからへんわけや。この間も警察来てな、逃亡した人、捕まった人おったやん、

あのとき刑事来たわけや、２人、そしたら空き家あるということで、聞かれたわけ、

実際その家主さんがどこの人かわからへんわけや。ただ、戸締まりだけして、鍵か

かって、やっぱり空き家というのは、結局、更地になったらわかるけどやな、その

人がやね、空き家やとわかっているけど、その所有者がどこに住んでいるかわから

へんし、家主さんがね。 

  空き家対策、空き家対策と言うけど、空き家では持っている人がわからんからね、

その辺を勝手にできへんでしょう。だから、更地になっても、私ら物置いておって

も入られへんからね。だから、不法投棄で置いてあったときでもね、そのときは来

てもろて、警察に、それで出したと。そういう事情やから空き地にでもやっぱり入

られへんからね、やっぱり空き家なんか、猫とかそういういろいろあるからね。 

○橋野委員 

  捨て猫の死骸があったりね。 

○倉本委員 

  空き家対策なんて、ほんまに回ってきたって聞いたことない、警察に来てもろた

やつあるけどね。役所が来たことあまりなかったわ。 

○川端委員 

  お願いします。 

○中村地域まちづくり課長 

  地域まちづくり課長の中村と申します。私のほうから、大阪市の空き家対策とい

いますと、生野区の空き家対策でもあるんですけれども、ちょっと簡単にご説明さ

せていただきます。 
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  き家になった場合に、問題なのは、それがきっちり管理されている、今委員がお

っしゃったような所有者がちゃんと木が生えてきて迷惑かけていたらちゃんと切る

とか、あるいは月に１回くらい来て手入れをするとか、窓を開けて換気するとか、

そういったことをされているような、管理されている空き家は一旦置いているんで

すけれども、周囲に危害を与えるようなものですね。例えば壁が落ちてきて隣に被

害が起きているのに所有者がわからないから何もできないとか、あるいはその中に

立木とかが生えてきて、樹木が生えてきて、邪魔になってくるとかですね、そうい

ったものは国の法律としても特定空き家という言い方しまして、建物上、構造上危

険なものとかですね、そういったものを、大阪市、こちらにあります空き家率は全

国に比べてはるかに高いという状況の中で、まずそういった危険な空き家というも

のを所有者を探して、そこで指導して管理してもらうという形をとっています。 

  生野区の場合でも、ここに対策している通報件数ありますけれども、危険な空き

家がありましたら、役所に通報いただければ、区役所のほうでその実態を調査しま

して、その空き家が所有者を我々ができる範囲で調査して、その所有者に対して生

野区として指導を行っていく、適正管理を求めるということをやっていて、例えば

その中で屋根が落ちていたらちゃんと屋根を直しましたとか、あるいは不動産屋を

通じて売却しますとか、そういった形での処理をしていっているということが今の

状況です。 

  ただ、何せ生野区は空き家がものすごく多いといいますか、なおかつ生野の特徴

で、戦前からの古い木造家屋、あるいは長屋物件とか、そういったものが多いので、

そうしたら土地関係とか、建物の所有関係、非常に複雑な状況もあります。そうい

ったものがありまして、なかなか解決しがたいんですけれども、通報を受けた分に

ついては、うちは全部調査させていただいて、所有者を可能な限り、うちの区役所

ができる手段を使って調査して、その所有者にちゃんと管理せよという形の指導を

行っているというふうなことが今のうちの空き家対策ということです。 

○倉本委員 

  それでね、倉本と申しますけどね、去年だったと思うんやけど、田島中学校の角

っこの家が、もう塀がずっと落ちとったんや、それを役所の人何回も来て知ってた

んや。つい最近、去年火事が起きたわけや。何で火事になったか知らんけど、火事

になって、その火事の原因で更地になったんやけどね、所有者はおったと思うんや、

若い人。それお金の問題もあって、壁が落ちてずっと何回も警察の人も区役所の人

も消防署も来ていて、やっと話、何か、コーンか、赤いやつ、あれやっとって火事

になったわけや。その火事の原因も放火なのか、何かわからへんけど、火事になっ

てやね、今更地になっているわけ。 

  それとまた、それの北側か、ちょっと入り込んだところの酒屋さんがもうずっと

空き家になったところがある。商売してどこか行ってわからんわけや。そうしたら

それごみ屋敷みたいになってね、掃除とかね。住んでいてもごみ屋敷になっている

ところ、何軒もある。田島地区でも、私の地区はちょっと多いんや。それはお金の

問題が絡むとね。 

○川端委員 



 

16 

  ありがとうございます。その特定空き家の話と、それからごみ屋敷状態にあると

いうようなところは、また対応がかわってくるかと思うんですけれども、予算を見

てみますと、昨年度より予算が少し減っているんですが、通報件数は、特定空き家

に該当するかもしれない危険な空き家があるという通報件数は、増えてきているん

でしょうか。もしそれが増えてきていて予算が減らされているんだったら、どうし

て予算がこういう状況で組まれているのかというのをお聞きしたいと思うんですけ

れども。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  通報件数自体は、資料の10ページのところにお示ししておりますけれども、30年

度ですね、台風なり地震がありまして、通報件数が大幅に伸びまして97件になって

いるんですけれども、今年度10月時点で31件、この12月時点で36件という状況でし

て、例年どおりの状況になっているのかなとは思っております。 

○川端委員 

  資料に記載をしていただいていますように、例年どおりの通報の件数だというこ

とです。現況調査は大阪市のほうの対策でされているんでしょうか。 

○中村地域まちづくり課長 

  地域まちづくり課長の中村です。空き家の予算というのは、基本的には空き家に

ならないように、あるいは空き家になりそうなところがあればどうしますかという

セミナーの予算が多いんですね。この特定空き家に関しましては、区のほうでは職

員が全部指導とかを行っていまして、その中で、大阪市の中で、例えば都市整備局

という部局がございまして、生野区の場合、密集住宅地ということになっていまし

て、そこから除却ですとか、解体の補助金が出るというようなところを紹介させて

いただいたりとか、そういう形で対応しています。 

  予算でやっているセミナーというのは、まず空き家の管理はどうしますかとか、

特定空き家にならないように、特定空き家になるのは、やはり相続をするときに、

お父さん、お母さんが高齢になられて、こどもさんがいらっしゃるけど、こどもさ

んは生野区から出ていってしまうと。帰ってこなくなって親御さんがもう亡くなっ

てしまったら、その家をそのまま放りっ放しにしているとかですね、そういったこ

とがあるので、そういうふうにならないようなためにはどうすればいいですかとい

う啓発をやっていると。ちょっと我々ももっと宣伝しないといけないんですけれど

も、そういった、例えば３月頃に予定をしていますけれども、そういった空き家に

関するセミナーの要素が主にこの予算になっています。 

○川端委員 

  丁寧なご説明ありがとうございました。では、まだご発言がまだの委員の方、今

の件に関することでも、それ以外に関することでも構いませんので、ご発言いただ

けたらと思います。塚本委員、お願いします。 

○塚本委員 

  その空き家で区として今倉本委員がおっしゃったように、ここは見るからに危な

いというところがいろいろあるかもしれませんが、緊急に何とかせないかんという

空き家は、それに対してどうするかという話はされているのか、把握されて、通報



 

17 

に対してはされておられるということなんですけど、明らかに区としてこことここ

とここの家だけはちょっと何とか早目にせないかんとか、事前に積極的に把握して、

それに対して家主さんと交渉するとかというようなアクションというのは、可能な

んでしょうか。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  空家に関しましては、地域のほうですね、地域の連長会なんかでもお話をしなが

ら、そういうのがあれば情報をいただくようにお願いしておりますし、また区役所

の職員、地域いろいろ回っておりますので、そのときにそういう状況を見つければ、

当然区のほうで一応データで登録していくんですけども、登録しましてその現場を

きっちり確認をして改善等の必要性があるものについては、所有者、わかっている

ところはすぐにお願いに行くんですけれども、わからないところは、様々な情報、

住民情報ですとか、税の情報を確認しながら把握をして、所有者に対してお願いを

していくという状況で進めております。 

○中村地域まちづくり課長 

  ちょっと補足しますけども、塚本委員おっしゃったような例えばもう屋根が落ち

そうだとかですね、壁がはがれていますといった場合に、消防署とうち連携してい

ましてね、緊急避難的にちょっととってもらうとか、あるいはコーンを置いて入ら

ないようにするとか、そういった措置はやっています。 

  可能な限り、どうしても空き家といっても、やはり所有者がいますとそれは財産

になりますので、なかなか勝手にこちらがつぶすとかいろいろするわけにいかない

ので、よっぽど危険な場合は、そういう緊急避難的なことをしますけども、まず一

旦可能な限りちょっと応急的なことをして、それから所有者に対してこうなってい

ますとか、そこはかなり厳しく、指導の回数とか、レベルがいろいろありましてね、

最初は助言という形で、おたくのおうちこうなっていますよ、ちょっと何とかした

らどうですか。次には、おたくのおうちこうやから、こうしなさいよと、それがも

っとそういうことを聞かない場合は、だんだん勧告とか命令とか大きな話になって

きます。大抵勧告まで行きますと、かなりいついつまでにこうしないとこうこうし

ますよとか厳しくなってきますので、かなり言うことは聞いてくれる場合も多くな

ってきます。うちらもその状況によって、程度に応じて指導のやり方をかえて、で

きる限り早急に解消できるような対応をしているというのが現状です。 

○川端委員 

  ありがとうございます。それでは、大勢の方に発言をお願いしたいんですけれど

も、小出委員、いかがでしょうか、お願いします。 

○小出委員 

  こんばんは。小出です。私のほうは地域のほうで防災リーダーもさせていただい

ています。これからちょっとこちらのほうに小学校、中学校、小中一貫校ができる

ことで、学校の跡地の活用方法などがこれからまた違うところで会議されると思う

んですけど、去年、一昨年、ずっと会議を重ね、学校の教室をどういうふうに避難

所として使うかとかいろいろ考えて、地図とか地域に配る資料をつくったんですけ

ど、またそれががらっとかわるのかなとか、空き教室にほかの事業の人が借りたと
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したときに、その教室はその借りた方が鍵閉めて使ってはるんですけど、もし震災

など起こったときに、そこがもう防災拠点として成り立たないんじゃないのかなと。

そのときは、その借りている方がまた開けてくれるのかとか、そういうのもちょっ

と気になるんですけど、そのことはまだいろんなところで、また違うところで、決

まったところからしか動けないのかなというのが気になるところです。 

○川端委員 

  ありがとうございました。今のご懸念というのは、これから学校再編が進んでい

く中で、これから決めていくというようなこともあるとは思うんですけれども、災

害というのはいつ何時起こるかわからないというようなところを思いますと、この

部会が防災に関しても議論する部会ですので、どなたに、お願いします。 

○杉本まちづくり推進担当課長 

  杉本です。ご意見ありがとうございます。気になっておられる点でございますけ

れども、今御幸森地域と生野小地域については、跡地の検討会議というのをやって

おりまして、今後閉校後にどうやって防災拠点にするかというのを話をしているん

です。例えば御幸森でしたら、体育館と最低10教室以上というところは事業者さん

が入ったとしても、そのスペースは最低限開けてねというような話も進めておりま

すので、そんな形でいつでも災害時にはきちんと、まずは避難所として残すという

のが前提になっておりますので、そのあたりはスペースをきちんと確保するように

というのは、まず前提で話を進めております。だから地域によってこのスペースは

あけてほしいとかいうのは、これからまた各小学校でそういう話になってくると思

いますので、よろしくお願いします。 

○川端委員 

  防災リーダーされているということで、会議を重ねられていると思うんですけれ

ども、今お話いただいた状況とかというのは、共有されている感じでしょうか。防

災の会議の中では。 

○小出委員 

  一応ハザードマップができたので、その会議は終わったんですけど、一応いろん

な各地で起こったときに問題があったら、女性の危険なこととかもあるということ

で、ここからここは女子専用とか、体の不自由な人はこことか、妊婦さんとかはこ

ことか、いろんな小さいこどもさんがおるところとか、いろんなことを考えてやっ

とできたものなので、震災が起こらなければいいんですけど、もし起こったときに、

それが全て、みんながそう思っていたものが違うとなったときに、ちゃんと対応で

きるのかなというところで。 

○山口区長 

  ちょっと防災と学校跡地の担当とまたがる話なので、多分私が答えたほうが。今

つくった計画は、とりあえず学校が一旦閉じて次の段階に移るときに、その手前に

検討会議がスタートするんですけれども、検討会議の中に防災部会というのをつく

りまして、今までの計画をそのまま続行するのか、ちょっとここを変えたらいいの

かというような地域防災計画も一緒にもう一度そこで練り直していく必要があると

思っています。 
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  あと例えば全てのスペースを防災の拠点としてあけるというふうにすると、そこ

はどんな事業が来るかによるんですけれども、事業者が入りにくくなる傾向がある

んですが、その事業者に対して、例えば学校を使う賃料を下げる理屈として、まず

とにかく防災の拠点なので、検討会議の中でも最低限これは絶対やってほしいとい

う地域の要望をしっかり受けて、それを飲める事業者しか要は入れないということ

にもなりますし、またちょっと実際災害が起きたときにどんな動きになるかとかは、

新しく来た事業者、区役所、それから地域と一緒に運営委員会というのを立ち上げ

ていきますので、一緒に防災訓練したり、鍵をどういうふうに全員が管理して、い

つでも開けられるようにするかとか、そういう話もしていきます。 

  あと一方で、ちょっと思っていることがありまして、中でも出る議論なんですけ

ど、避難所ってあの形式でいいんですかという、何かね、体育館に。やっぱり高齢

の方多いので、夏も心配ですし、寒いときも心配ですし、実際その震災関連死と言

われている、特に熊本の地震なんかでは避難所で亡くなった方も結構いるというこ

とで、そういった課題解決も並行してやっていかなあかんなということで、検討会

議で議論いただく、さらにその後、運営委員会の中でまた議論いただくということ

を解決していくということを一緒にやれたらいいなと思っていますので、今の案は

今の案でしっかり、すぐ機能するように地域で共有していただいて、切りかえる前

に一緒に話し合いさせてもらったらと思っています。よろしくお願いします。 

○川端委員 

  ありがとうございます。今までの蓄積が今後につながっていくというようなとこ

ろでご回答いただきました。では、あと30分ぐらいになりましたので、ここからは

４、５も含めてまだ意見交換をしていない項目に関しても積極的にご発言いただけ

たらと思います。 

○古本委員 

  北巽の古本といいます。今防犯カメラの件と防災地図の件と空き家の件ですかね、

大きく分けますとこういう議題が出たんですが、防犯カメラのとりあえず１つ目ね、

あれ負担金は今いくらになっていると言いました、先ほど、４分の３。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  これまでの補助ですかね、補助設置の場合。 

○古本委員 

  はい。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  そうですね、75％。 

○古本委員 

  町会でもつのが75％ですか。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  いえ、逆ですね。 

○古本委員 

  逆。 

○井平安心まちづくり担当課長 
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  はい、補助が75％。 

○古本委員 

  その前につけたからかな、町会で20万持ったの、僕覚えている。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  補助設置しているものもありますし、町会さんで独自でつけているものもあると

思うんですよ。 

○古本委員 

  区役所からちょっと初め相談あってね、巽公園のほうに向かって、どうしてもや

っぱり夜が問題というかね、公園ですのでね。そちらのほうをロート製薬さん、裏

ロート製薬さんですのでね、北側のほうが。ロート製薬さんから取りつけるような

形を今、うちが１つついているんですけど、そのときはもうほとんどうちで持った

ような気がして、そやからもっと初めやったからかなと思ったりするんですけど。

一番初めにつけたと思っているんですけどね。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  補助設置が24年ぐらいから始まっているんですけど、ちょっと個別のところにつ

きましては、今情報がないので、また個別でお話聞かせていただいて、どんな状況

かというのを確認させていただければと。 

○古本委員 

  大分たつんですけどね、取りつけてからは。どうしてもやっぱり防犯カメラ必要

な場所がありますのでね、まあまあ今後も考えていかないかんなとは思っています

のやけどね。 

  それから、防災地図の件に関してはね、私も個人的にはね、防災リーダーと巽地

区の、北巽地区の防災隊長ですか、それを担当していまして、今年、中村課長にも

毎回出てきてもらっていましてね、今度２月６日に何といいますか、無線の練習を

しようかと、無線をね、実際に、携帯とかが使えんようになったときのことを想定

して、それで２月16日に北巽全体で北巽小学校を利用して、教室を皆分けています

のでね、担当も決めていましたのでね、その練習をしようというようなことを考え

ていましてね。そやからうちは防災地図はもうでき上ってあるし、先ほど意見出し

ておられたので、独自で進めているのが、うちはどちらかといえば比較的進んでい

るのかなとは思ったりはしていますのやけどね。 

  それと３つ目の空き家の件に関しては、どうしても何というか、墓地なんかと同

じように、結局こどもさん少なかったりね、うちの兄貴がこども２人おるんですけ

どね、どっちも女の子なもんやから、ちょっと僕が弟やから相談したいんやと。い

ずれにしても、長女は宮城県のほうへ嫁いでいって、もう会社が転勤になったりね、

それについていきよるもんやから、それでまた次女は奈良県のほうへ行っていて、

あと自分が亡くなったときに、管理を誰にしてもらおうかなと思って相談したいん

やと。僕のほうも相談受けたんやけど、たまたま女系家族というか、こども３人お

りますんやけどね、３人とも娘ばかりなものですから、それやったら兄貴、その墓

地は自分が亡くなったらどうしようと、自分はどこへ入ろうと思っているんやとい

うような話をしておって、結局同じかなと思ったりもするんですけどね。 
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  結局、こどもが今少子化というか少ないのと、それでやっぱり私ら女系家族とい

うか、家内も４人兄弟４人とも女の子ばっかりなものでね、何でこないなるんやと

思うんやけど、それは別の話やけど、いずれにしても、結局、後をとるものがおれ

へんかったり、そやからずっと放っておいたら、いつかどこか所有者がかわるとか

なんとかなれへんのかなと思ったりするんやけどね。そやけど、墓屋さんも結局言

うてみたら、処理のしようがあれへんしね、結局。掃除したって、年間3,000円と

か掃除してくれたり、いるじゃないですか。そやけど、それも結局払ってくれへん

ことになるじゃないですか、本人いてへんかったら。そやから、空き家も同じかな

と思ったりするんやけどね。何年か経ったらもう所有者が自動的に国のものになる

とかね、何かそういう法律つくられへんのかなと思ったりしますんやけどね。 

○川端委員 

  ありがとうございます。 

○中村地域まちづくり課長 

  ありがとうございます。地域まちづくり課長の中村です。墓地といいますか、そ

こはちょっとあれですけども、何か土地に関しましては、ずっと未利用地とか、所

有者不明の土地については、国のほうは法律でしたかね、利用権というのを設定し

て、それで実際に利用させると。もし所有者が主張してきたら、その時点で例えば

金銭的な措置ですとか、そういったことをすることになるんですけれども、ただ空

き家のほうがまだなかなかそこまで至っていないと。やはり空き家というのは、い

くら古くなっても財産ですから。 

  今委員おっしゃっているように、やはり相続の時点が一番多いんですね。ですか

ら、こういったことで相続になった場合、例えば戻ってくれば、その亡くなられた

方の家財道具がいっぱいあって、それを見ただけでもう嫌になってどこかへ行って

しまうとかですね、そういったことも多々ありますので。ただ、一番いいのは、よ

く最近終活という言葉使うの、私もあまりいいことはないと思うんですけれども、

やはり自分のおうちがこれから自分が高齢になってきて、これをいざ誰につなごう

かというとき、あらかじめきっちりと計画するとか、あるいはこどもさんと管理契

約という形もあるんですよ。 

  例えば本人さんが急に倒れられたとか、あるいは認知症になられて意思決定がで

きなくなる前に、逆に息子さんでもいいし、娘さんでもいいし、契約していて、こ

の財産をちゃんと管理しますよと、こういう契約というやり方もあるんですね。そ

ういう契約を結んでいますと、所有者が意思決定できない場合でもその財産を売っ

て処分できるというふうな方式もございますので、そういったことも宣伝になりま

すけれども、セミナー等やりまして、それを聞いていただければ、そういうやり方

もあるのかなと。そうすればなかなかこどもさんが帰ってこないとか、どうしよう

かなというような話を解決できる方法が見つかってくるんじゃないかなと。今の時

点では国もそこまで動かないので、やはり自分たちの手で何とか解消できるような

方法をあらかじめ考えていっていただくというのが一番大事かなと思います。 

○川端委員 

  ありがとうございます。ぜひセミナーが開催されるときには、皆さん、ご参加い
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ただけたらいいのかなというふうに思います。では、三木委員、どうぞ。 

○三木部会長 

  三木です。13ページの事故の防止の件でお伺いしたいんですけれども、点線の枠

内に交通事故のうち自転車事故の構成率としまして50.8％となっておりますけれど

も、この50.8％というのは、非常に件数としてはわかりにくいので、できれば件数

表示、生野区はこういう件数ですという実態を把握されているのであればお教えい

ただきたいのが１点。 

  ２点目には、具体的な取組みとして、街頭啓発活動等を記入されておられますけ

れども、自転車も軽車両であるという認識をお持ちの方がどの程度いらっしゃるか

わかりませんけれども、若い奥さんで前後に乳幼児を乗せられて、車道を右側通行

でビュンビュン走られるというのが疎開道路におきましても、非常に目について危

険だと思っておりますので、その辺の啓発活動。 

  それともう一つは、桃谷の商店街、あるいは生野通りの商店街、自転車は押して

歩きましょうという表示があるにもかかわらず、それにもかかわらず、どんどん我

が物顔で歩行者が避けて通らなければいけないような、狭い道路ですけれども、商

店街の中を自転車が走っているという、そういう指導もしていただきたいですし、

あと自転車保険の加入促進というのは、この事故、この表の中で具体的な取組みの

中で記入はありませんけれども、現在どの程度の自転車保険の加入率があるのか、

把握されておられればお伺いしたい。 

  広報なんかで市民共済、町会で回覧板回しておりますけれども、大体年3,000円

ぐらいから加入できますので、月に直せば250円程度、最低でもこの程度の保険等

には入っていただければと思っております。 

  それと、先ほど１点目に50.8％ということで表示ありますけれども、水面下、報

告していない事故件数はかなりあるんじゃないかと思います。10日ほど前に、私の

近所の奥さんが自転車同士の事故で左手の甲を５針縫合された、そういうことも聞

いておりますし、その前は近所のおばさんが家の前を掃除していたときに、後ろか

ら自転車にぶつかられて大腿骨骨折で２回手術をされて、その後認知症になり亡く

なられたと、そういうケースもありますし、それも今の例で申し上げましたのは、

２件とも警察の統計ではされていません。そういうことで水面下の事故件数はかな

りあるんじゃないかと思います。ぜひ啓発活動よろしくお願いしたいと思います。 

○川端委員 

  非常に痛ましい事故があって、それが報告されていない事案であったということ

なんですけれども、今後の啓発活動についてお願いします。 

○井平安心まちづくり担当課長 

  ありがとうございます。件数等々のご質問がありまして、自転車事故の件数につ

きましては、広報紙のほうに毎月件数のほうを、一番後ろですけど載せさせていた

だくようにしておりまして１月号、去年１月から11までの数字で交通事故件数が

438件のうち自転車関連事故が219件、これが生野署のほうで数字をいただいている

数字です。この自転車事故等の防止につきましては、基本的には、生野署が中心に

資料も含めてやっておりまして、区役所としては警察署と連携していろんな啓発活
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動に取組んでおります。 

  桃谷商店街におきましても、交通安全週間のときですとか、そのタイミングで警

察と一緒にキャンペーンといいますか、啓発活動をさせていただいておりますし、

その他、人の集まるところでひったくりの防止も含めていろんな啓発はさせていた

だいております。今年度学校にも行っているんですけれども、あと外国人の専門学

校であるとか、あと老人福祉センターと連携して自転車マナーの啓発、さまざまな

範囲でしていくようにしていますので、引き続きいろんな意見をいただきながら、

いろんな場所をいただいて啓発のほうは取組んでいきたいと考えております。 

  保険のほうなんですけれども、区役所のほうではちょっとその状況はつかんでお

りませんで、その辺の状況がわかるところがあるのかどうかわからないので、警察

にも一回聞いてみようとは思います。ちょっとその辺の状況はわかっておりません

が、基本的には自転車に乗る場合は、100％条例で決まっていますので、入ってい

ただかなあかんということで、自転車交通マナーの啓発するときには、当然事故の

恐ろしさと事故があった場合には、賠償請求も含めて大きいものが起こっています

ので、そういったところもあわせて話はするようにということでは今も取組んでお

りますので、引き続きそういうことも含めて啓発のほうを充実していきたいと考え

ております。 

○川端委員 

  ありがとうございます。時間が迫っております。後半の３、４、５のところで意

見交換ができればと思っております。特に26ページでは、今回生野区のこども地域

包括ケアシステムというものが打ち出されています。 

  地域包括が介護保険制度の枠組みの中で、地域包括支援センターという高齢者の

方を中心とした相談機関がありますけれども、こういったところでのネットワーク

の支援といったようなところでは、こどもの分野でもこういった形で展開していく

と。こどもの分野では、地域包括といったようなところの拠点が生野区の社会福祉

協議会と区役所が中心となってというようなところがあるんですけど、この３、４、

５の議論の中で、私がぜひちょっと今日質問したいと思いましたのが26ページのと

ころで、子育て支援ＣＳＷが新規で置かれるということなんですけれども、こども

何人に対しての何名体制なのかというようなところは決まっておりますでしょうか。 

○山戸地域福祉推進担当課長兼政策推進担当課長、 

  地域福祉推進担当課長の山戸です。子育て支援ＣＳＷというのは、お一人だけな

んです。既にございます従来の高齢者を支援する社会福祉協議会におります見守り

相談室のＣＳＷと連携することによりまして、こどものことも見守っていただきた

いと思っております。区役所の子育て支援室、と連携するため、個別ケース会議に

子育て支援のＣＳＷが参加をしまして、それを見守り相談室のＣＳＷのもとへ持っ

て帰り、見守り相談室のＣＳＷは、地域のことをよく知っておりますので、そこと

連携してもらって、多くの地域と連携できるようにしてまいりたいと思っておりま

す。 

○山口区長 

  ちょっとフォローさせてもらいます。実は、このこども地域包括ケアシステムと
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いう名前は、割と思いがあってつけている名前でして、本来地域包括ケアシステム

というのは、障がいのある方、高齢者の方、そしてこどもも含む全ての困難を抱え

る人のための地域福祉ネットワークであるのですけれども、やはり高齢者の方、障

がいのある方がメインにどうもとらえられがちであって、同じ見守る目やから、そ

の高齢者の一人暮らしの方も気にかけつつ、ここでちょっと子育てで家にこもって

いる人も気にかけたって、この子気になるから気にかけたってというネットワーク

を強化したい。こどもという視点を入れたいというのが趣旨なんですね。 

  だから、いわゆる高齢者の方の地域包括ケアシステムとは若干違う面があるんで

すけれども、あと社会福祉協議会が持っている地域とのネットワークというものを

やはりもっと連携を強めて生かし切る、要は、新しくどんどん人とお金をジャブジ

ャブ入れたからといって解決するものでは実はなくて、24時間、365日行政の職員

が地域を全て見て回るわけにはいかない中、今既にある地域の見守りの力にこども

も加えていただきたい。 

  また、こどもにかかわるほかの幼稚園、保育園であったりとか、いろいろこども

の居場所をやっていらっしゃる地域の方も大変多いですので、そういった方たちと

のネットワークがつくれたらという願いで、実はまだこれ正式には予算プレスとい

われる公表をしていないものなので、この中で一旦共有して、まだこれから形をち

ゃんとつくっていきますのでよろしくお願いしますという説明でした。 

○川端委員 

  ありがとうございます。本当に包括の場合は法律があるので、人がいて、場所が

いてというようなところができる中で、こどもともちろん地域包括のケアシステム

の中の大切な対象になってくるにもかかわらず、そうしたネットワークを張られて

いない状況を生野区がどのような形で進められていくのかというようなところが委

員の皆様方も、今後どうなっていくのかというところでご関心をこれから高く持っ

ていただけたらいいのかなと思います。 

  あと５分ぐらいなんですけれども、今に関すること、こどもの包括支援システム

の話でもいいですし、それ以外のところ、３に関すること、５に関すること、ござ

いますか。では、亀田委員、お願いします。 

○亀田副部会長 

  亀田です。子育てと外国籍コミュニケーションの課題になってくるんですけど、

例えば今外国籍の方がだんだん多くなってくる中で、この外国籍の方のこどもさん

が保育園とか幼稚園に通い出していると思うんですけれども、そういう方、こども

のほうは言葉をどんどん覚えていくのでしゃべっていけるとは思うんですけれども、

その保護者とのコミュニケーション、例えばこういう行事がありますよとかいうの

が多分ちょっと園として専用の通訳さんを置くわけにもいきませんので、なかなか

苦労されている部分があると思うんです。そういうサポートとかというのは、区の

ほうで何かされていたりするんでしょうか。 

○清水区政推進担当課長 

  区政推進担当課長の清水です。今現在保育園や幼稚園などに通われている外国籍

のお母様へのイベントの周知といたしましては、全てにおいて多言語化したものと
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いうのはないんですけれども、ＳＮＳを使ってやさしい日本語でイベントのお知ら

せをしていたり、やさしい日本語で地域の方がコミュニケーションをとっていただ

けるように、協力店というステッカーを張っていただいたりする取組みを今してい

るんですけれども、医療機関ですとか、薬局やお医者様、歯医者さん、あと商店街

のいろんなお店ですね、介護事業者ですとか、いろんなところにやさしい日本語を

使ってコミュニケーションをとっていただく、情報を伝えていただきたいという思

いで協力店舗を増やしているところです。 

  あと多言語化につきましては、今後の課題として、今年度中に何とかアプリを使

った多言語化についても考えていきたいと思っておりまして、現在検討を進めてい

るところでございます。 

○山戸地域福祉推進担当課長兼政策推進担当課長、 

  地域福祉推進担当課長の山戸です。子育て情報、区役所の窓口に来られたときや、

保護者からご相談がありましたときには、うちの支援員がお邪魔をしたり、窓口に

来られたときに随時絵を描いたり、それこそ簡単な翻訳機を使ってご説明をしたり、

トリオフォンという通訳をしてくださるところとつないで、保護者とコミュニケー

ションをとれるようにして支援をするようにしております。 

○亀田副部会長 

  ありがとうございました。 

○川端委員 

  ありがとうございました。 

○三木部会長 

  三木です。27ページの貧困の連鎖を断ち切るための支援で、下のほうに経済的な

理由で塾に通わせることができなかったというのが載っていますけれども、塾代助

成制度というのがあったかと思いますけれども、その利用状況、わかりましたらお

教えいただきたいと思います。 

○川端委員 

  お願いします。 

○山﨑地域活性化担当課長兼教育委員会事務局総務部生野区教育担当課長 

  ありがとうございます。地域活性化担当課長の山崎です。この塾代助成カードの

利用状況ですが、そもそもこの制度はも、中学生のお子さんがおられる世帯の所得

に応じて、月１万円分の塾代、塾とかで利用される利用料のほうを大阪市が助成す

るという形になっておりまして、その所得制限の置き方としましては、市内の全対

象になられる方の半分が利用できるような形で所得を設定しているというようなイ

メージで考えていただいたらわかりやすいかと思います。すみません、利用状況な

んですが、どれぐらいの方が利用されているのかということが今手元にございませ

んので、一度また確認して改めてまたお示しさせてもらいたいと思います。すみま

せん、よろしくお願いします。 

○三木部会長 

  はい、わかりました。 

○川端委員 
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  ありがとうございます。もうそろそろ時間が来ているんですけれども、先ほど外

国にルーツがある方のこどもさんや親御さんへの支援という話があったんですけれ

ども、私たち日本語の取組みとか、アプリだったり、翻訳多言語の相談の体制を整

えていくというのは、非常に大切なことだと思うんですけれども、もう本当に相談

が埋もれている現状があるというか、なかなか公的なところにつながっていってい

ないような深刻な状況もあるのかなというふうに思っています。 

  予算化もされているんですけれども、そこの相談支援体制というのは、かなり力

を入れてどういう体制をとっていくのかということを検討していくことが急がれて

いるのかなと思っています。 

  すみません、ちょっと時間が来ていまして、ちょっと今日お話を、議論を聞いて

いて感じたこととちょっと最後に一言お伝えしたいことがあるんですけれども、こ

の部会のあり方と申しますか、どういうふうにすれば活発な意見交換を限られた時

間の中でしていくことができるのかというようなことを皆様方に投げかけて、今日

は終わりたいなと思います。私自身、前期もこの部会に入らせていただいたんです

けれども、本当に議論することが多いんですね。 

  この資料なんですけれども、事前に送られてきていて、塚本委員なんかは、前回

の全体会の資料とつき合わせて予算とかをかなり丁寧に読み込まれていらっしゃい

ます。今日この参考資料１というのが当日配付だったわけです。これはちょっとこ

の場でこれを見て意見というようなところは難しいと思いますので、参考資料なん

ですけれども、やはりもう少し前にいただけたらよかったかなと思っています。 

  参考資料２も当日で、これは質問ということなのでちょっとぎりぎりになるのは

仕方ないと思うんですけれども、また参考資料３なんかは今回の部会から初めての

委員の方々にとっては、どういったことが議論されているのかというようなところ

が具体的にわかるいい資料だったのかなと思っています。 

  ちょっと私自身もこの区政会議がどういうものなのかというようなところで、区

政改革プランだったりとか、ちょっとそういったものを見たりとか、昨年度区政会

議で議論されたことがどのように区政に反映されたか、こういったものはホームペ

ージに出ているんですよね。そういったものを改めて読ませていただきました。 

  区役所の方々にぜひちょっとお願いしたいのは、やはり有意義な意見交換ができ

ればということを思っておりますので、こういうふうな形であればよりよい意見交

換ができるのか、資料のあり方だったりとか、時間配分だったりとか、説明時間だ

ったりとか、ちょっとそういったことも一応区政会議のどこでこのテーマを、今私

が申し上げているテーマを扱うかというのは全体会議というふうにはなっているん

ですけれども、部会のあり方というようなところももう少し考えていけたらいいの

かなと思っております。 

  すみません、長くなりました。終わらせていただきます。 

○三木部会長 

  川端委員、ありがとうございました。事務局から連絡事項等がありましたらお願

いいたします。 

○橋本企画総務課長 
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  今川端委員からご指摘いただきました点、また次回のこの部会及び、それから全

体会までに、ちょっと事務局のほうでも検討させていただいた上で、よりよい会議

ができるようにちょっと調整してまいりたいと思いますので、どうもありがとうご

ざいます。 

  委員の皆様には長時間にわたりまして、お疲れさまでございました。本日いただ

きましたご意見につきましては、３月に開催をいたします全体会で部会としてご報

告をいただきまして、他の部会の委員の皆様方とも共有をしていただきたいと思っ

ております。報告内容につきましては、事務局でひとまず調整をいたしまして、部

会長、学識委員と調整をさせていただきますので、よろしくお願いをいたします。

事務局からは以上でございます。 

○三木部会長 

  ありがとうございました。それでは、本日の会議を踏まえまして、山口区長から

一言よろしくお願いいたします。 

○山口区長 

  活発な意見交換、ありがとうございました。そしてまた、部会のあり方というこ

とで、多分この場でぱっと発言できることと、後からそういえばということもある

と思いますので、また言っていただければと思います。 

  １点ちょっと参考程度ですが、先ほど塾代バウチャー制度、利用対象者数が大体

全市民の中学生の半分ぐらい、所得制限で半分。そのうちの平成29年、ちょっと前

のデータですけれども、どれだけバウチャーのカードを持つ、塾代助成の権利を得

られるためのカードが交付されているかというと、大体65％ぐらい、多分今もうち

ょっと伸びている、７割というのを聞いたことがあります。つまり対象になってい

るこどものうち７割がカードまでは持っている。その次に、このカードを使う、実

際に使う塾であったり、例えばスポーツの教室などにも使えますので、そういった

教室に通って実際に利用している率というのがさらにそこから50％ぐらいなんだそ

うです。 

  これは私たちの中でも課題になっていまして、必要な子に全て行き渡り使っても

らえたらいいんですけど、やはり手続を惜しむ、書類そのものを見てもらえない。

私も小学校の校長をやっていましたので、一切学校のプリントを見てくれなかった

り、こどもが例えば塾をわざわざ探して面接行って、そのまま契約したいという、

本当にその手間をかけてもらえないというこどもの存在というのがありまして、制

度はあるけれども、使ってもらえないというところに対しましては、新しくもう２

年目になるんですけれども、こどもサポートネットという仕組みのモデル区になっ

ていまして、各小中学校にいわゆる課題のある家庭と、そういった制度をつないだ

りとか、そういう推進員というのがおりまして、学校では手の届かなかったところ

に支援をするような形にはだんだんなってきていますので、改善にはかなり向かっ

ていまして、利用率も上がってはいるところです。ただ、お近くで中学生でもしご

存じないというか、まだできていないという方がいたら知っていただければと思っ

ております。 

  また自転車の交通事故の話がありましたが、府の警察のホームページに生野区交
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通事故、数で検索すると当たるページがあるんですけれども、こどもと高齢者の件

数であったり、自転車事故の割合であったり、あと地図に落としたものがあります

ので、ぜひご自身の地域でよく事故が起こるところ、それぞれの地域でまた注意喚

起もしていただきたいです、もちろん生野区役所としましても、警察だけではなく

て、消防であるとか公営所であるとか、いろんなところと、あと学校ですね、連携

しながら自転車事故の防止にも努めていきたいと思っています。 

  私たち、行政のほうでしゃべっているときは、こどものうちに教えておかなあか

ん、つまり割と保護者の方で急いで、私もちょっとこども２人で後ろ自転車に乗せ

て保育園に急いでいたことがあるので、よくわかるんですけど、保護者の方がちょ

っと自転車マナーが危ないのをまたこどもが見ていると、そのまま大人になってし

まうので、いかに小中学校で働きかけるかということも大事だなという話はしてお

りまして、出前講座とか取り組んでもいるところです。 

  さまざまご意見いただきました。空き家問題も国の方向性とかもだんだんと今後、

所有者不明の物件をどうしていくかという課題に踏み込んでいくところですので、

大阪市の取組みを大阪市の方向性に合わせまして、生野区としても取組んでまいり

ます。 

  ご意見いろいろありがとうございました。いきいきとした安全で安心なまちをつ

くるために、地域の方の声を拾っていただいて、今日の議論をまた届けていただい

て、一緒に新しい安全に安心のまちをつくっていけたらと思っています。今日は本

当にありがとうございました。 

○三木部会長 

  ありがとうございました。先ほど事務局から申し上げましたように、３月には第

３回の全体会議の開催が予定されておりますので、今後も活発なご意見よろしくお

願いしたいと思います。 

  それでは、これにて本日のくらしの安全・安心部会を終了いたします。ありがと

うございました。皆様、お疲れさまでした。 

 


